第６部会（文化スポーツ教育）第１７回部会概要

　日　時　平成２０年７月２５日（金）午後６時００分～午後８時００分

　場　所　市役所　第３会議室
　出席者　部 会 員：川島芳治　平田誠治　小林　寛　鈴木義信　前野利一
　　　　　　　　　　山本富美子

　事 務 局：企画グループ企画調整主査立中善則

　議　題　１　青少年健全育成について

（川島部会長）

　　本日は、青少年健全育成についての意見交換を行います。
　　フリー・トーキングで行いますので、自由に発言願います。
【部会員からの意見等について】
◎小・中・高校生の学校生活、地域での生活、身近な問題では「万引き」・「喫煙」な
どの問題などがある。
　最近の事例では、７月１９日・２０日に行われた豊水まつりにおいて、小学校６年
生及び中学生１年生が喫煙し補導された。

　この件に関しては、子どもがタバコを持っていたことから、日常的に喫煙を行って

いると思われるし、親が認めている可能性が高い。
◎社会が認めないものを親が認めることは、私たちの子どものころは考えられなかった。
　祭での飲酒なども見受けられるが、私服を着ていると中・高校生の区別がつかなく

なってきている。
◎学校での部活動は全般的にしっかりしているが、スポーツ少年団のある種目の話に
なるが、あいさつ等基本的なことができない面が見受けられ、学校、指導者、保護
者の連携が必要と思う。
◎子どもの躾等は、家庭から始まると思うが、家庭での親子及び同級生とのコミュニ
　ケーショが少ないと感じる。特に親子の関わりの度合いが少なくなってきている。

携帯電話が普及したことにより、意思の伝達方法が、直接話をすることよりメール
で行われている現状がある。
スポーツ界をみても、今の子どもたちの多くは、指導者の指示に従い、自分の意思

でスポーツをやっているというよりは、やらされているという面が見られる。

スポーツ＝健全育成という時代ではないと強く感じている。

祭での光景を見ると、小学校３年生以上になると親と一緒に行くという姿が見うけ

られない。

◎女性の社会進出（就労する女性が多くなった）、生活環境が三世代同居から核家族
化へなど、社会環境と生活環境の変化がある。
◎携帯電話についている機能の一部に青少年に悪影響を与えるものがあり、これが問

題である。
児童・生徒の健全育成は、地域との関わりが重要であり、地域で話題にし、取り組

むことが必要である。

◎現状は、子どもが夢を持てない時代、親の背中を見て生活できない時代、情報が多

様化しＩＴ等の普及により情報が入り過ぎである。

◎社会規範を守ることが大切なことを再度、教育する必要がある。

　今の子どもたちは、挫折を体験すると立ち直ることができない。

◎価値観の変化、特に、金で問題解決ができると思っている。
◎最近は、小学生から友人関係の問題が多い。特に、友人が悪いことをしていると思
っていても注意等をすると無視され仲間はずれにされるため、対人関係に気を使っ
ている面が見られる。
　子どもに友人関係で問題が起きた場合には、学校と保護者が連絡・相談をとりあい

早い段階で問題解決に努めることが大事である。
　私たちが子どもに時代は、隣近所のおじさんやおばさんが自分の両親のように接し

てくれ、いろいろと相談に乗ってくれたり、悪いことをしたら注意等してくれ自然

と社会を教えてくれた。
◎少子・高齢化の時代になり、学校と家庭の連携のあり方、学校と地域社会との関わ

　り方について、今一度考える必要がある。
◎地域力を育成し、青少年健全のために協力する必要がある。

◎市全体を見ると、市民が関わる組織がたくさんあるが、それぞれの組織は、誰が、

　何を、どのようにするのか、市民に対して十分な周知等などを行い理解を得ている

　のか疑問である。実態をみると実践活動が少ないように思う。
◎小学生５・６生以上の８割は学習塾に行っている。また、家庭ではゲームをしてお

　り、友達との遊びや遊び方を知らないため、友達と会っても何をしてよいのかわか

らないというのが実態のようである。
●次回テーマは、青少年健全育成について
●次回部会開催日について

　　平成２０年８月２８日（木）　午後６時～　第３会議室（本庁２階）






